
※おもて面

★別紙２≪実践ワークシート（平成２４年度以降版）≫の記入方法
このシートは、市や社協による取り組みの内容が、施

策本来の目的の達成につながるものであったかどう

かの評価を行うと同時に、それらの取り組みをさらに

充実させるための方法について検討することを目的と

して作成するものです。

記載例は２４年度になっていますが、平成２５年度

版についても同じ様式になります。

前年度版のワークシートにおいて、部会で

の協議の結果確定した実施内容について

転記します。

前年度版のワークシートにおいて記入した「評価ポイント」が明ら

かになるよう意識しながら、簡潔に記入します。

部会の中で詳しく検証する場合も、簡単な文言を記入します。

各項目について、右に記入した各配点を満点として、部会で協

議を行い、採点を行うことになります。

配点については、前年度版のワークシートの中で確定した点数

をそのまま転記します。

※進捗状況の報告のみを行う場合は、採点しません。

上記の（１）以外に実施した内容があれば

記入し、評価の対象にします。

（１）同様に、簡潔に記載します。

（１）での採点等を参考にしながら、実績について、部会で

の協議に基づいて採点を行います。

（事前に配点は行いません。）

（１）と同様、進捗状況の報告の場合は、採点しません。

取り組みを進めていくうえで見えてきた問題点などについて、

該当No.を付して具体的に記入します。

計画から、該当する取り組みを抜き出して記入します。

全部で３６の取り組み（太枠内）があり、複数の施策に共通

する取り組みもありますが、基本的にそれぞれの施策・細

目の場合ごとに作成します。

Ａ～Ｃのどの部会が担当して検討する取

り組みかを記入します。

番号の表示（カッコ付き・丸付きなど）は

「一覧表」での表示と統一したものを記入

します。

前年度のワークシートにおいて、予算化を伴う事業として記

載した内容の検討・実施の結果について記載します。

前年度に該当が無い場合は空欄となります。

※複数の事業の結果について記入する場合は、欄を下に追

加して記入します。
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★別紙２≪実践ワークシート（平成２４年度以降版）≫の記入方法

上記１などを参考に、今年度の取り組みを構成する具体的な内

容について個別に記入します。

また、その内容を評価する際のポイント（指標の単位など）につい

てもあらかじめ設定します。

さらに、取り組み全体に占めるそれぞれの内容の重要性・有効

性の割合について相対的に判断し、合計を１００点満点とし、各

内容の評価点を配点します。

２の（１）の各内容についての留意事項など特筆すべき事項があ

れば、該当No.(複数が該当する場合あり）を付して記入します。

「採点計」に（１）・（２）の採点の合計

を転記し、その点数に応じた判定を下

の基準で記入します。

Ａ：８０点以上

Ｂ：６０点～７９点

Ｃ：４０点～５９点

Ｄ：２０点～３９点

Ｅ：１９点以下

（１）～（３）の内容を踏まえた評価の結果について記入します。

※出来るだけ個別具体的な記述は避け、全体的な概要を記入

するようにします。

部会における議論を踏まえて、翌年度以降に、予算化を伴う

事業として実施していくことを検討するものについて、その内容を

記入します。

（該当が無い場合は空欄でも可とします。）

※複数ある場合は、（３）の部分のみ複写して作成します。



★別紙３≪実践ワークシート（平成２３年度版）≫の記入方法

Ａ～Ｃのどの部会が担当して検討する

取り組みかを記入します。

番号の表示（カッコ付き・丸付きなど）

は「一覧表」での表示と統一したものを

記入します。

取り組みの一環として実施した具体的

な内容について、個別に記載します。

※平成２１～２２年度の実績について

は、「評価」は行いません。 実績および課題を含めて、箇条書き等を使いながら、簡潔にま

とめます。

「実績」欄については、数値等に表現しにくいものは無理には記

入しません。

部会における検討を基に確定しますが、

原案については各担当者が記入します。

計画から、該当する取り組みを抜き出して記入します。

全部で３６の取り組み（太枠内）があり、複数の施策に共通する取り

組みもありますが、基本的にそれぞれの施策・細目の場合ごとに作

成します。

上記１などを参考に、今年度の取り組みを構成する具体的な内

容について個別に記入します。

また、その内容を評価する際のポイント（指標の単位など）につい

てもあらかじめ設定します。

さらに、取り組み全体に占めるそれぞれの内容の重要性・有効性

の割合について相対的に判断し、合計を１００点満点とし、各内

容の評価点を配点します。

２の（１）の各内容についての留意事項など特筆すべき事項があ

れば、該当No.(複数が該当する場合あり）を付して記入します。

このシートは、市や社協による取り組み内容について、

施策本来の目的の達成につながる“具体的なもの”に

するとともに、それを実施した結果を次のステップに活

かすための評価基準をつくることを目的とするものです。
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★別紙３≪実践ワークシート（平成２３年度版）≫の記入方法

※うら面

部会における議論を踏まえて、翌年度以降に、予算化を伴う事

業として実施していくことを検討するものについて、その内容を記

入します。

（該当が無い場合は空欄でも可とします。）

※複数ある場合は、（３）の部分のみ複写して作成します。


